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中部徳洲会病院

院長 伊波 潔

明けましておめでとうございます。

私たち徳洲会グループは、「生命を安心して預けられる病院J「健康と

生活を守る病院Jの理念のもと、急病救急医療を中心に慢性医療や予防

医療、高度先進医療、そして農村・離島医療に努力してまいりました。

現在、徳洲会グループは、海外 (ブルガリア、ブラジル)の 2病院と

国内 68病院、計 70の病院を合む、370余 りの施設・事業所を展開し

ております。

我々、中部徳洲会病院は、これまでと同様救急医療を中心に医療活動

を行い、2014年 の救急搬送件数は 5,645件 に上っております。

2014年の脳外科の手術件数は 189件、PCIの件数も急増し、280件で

した。

我々は、先進医療にも力を入れ、2014年の手術支援ロボット Da

Vinciを 用いた前立腺癌の治療は 26件、不整脈に対するカテーテルア

ブレーションは、296件でした。 また、内科、小児科、外科、整形外科、
その他の領域においても、優れた医師により数多くの治療が行われてお

ります。

皆様もご存じのように、昨年 3月、アワセゴルフ場跡地に新病院が

着工し、来年早々に沖縄―の規模を誇る新病院が完成予定です。

中部徳洲会病院は、これからも患者さまの立場に立った、より質の高

い医療を目指し、地域に無くてはならない病院作りに全力投球していき

 `ますので、皆様方のさらなる御支援と御指導を賜りますようお願い申し

上げます。
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徳洲会ハンビークリニック

院長 岩田 智治

新年明けましておめでとうございます。

謹んで新春のご挨拶を中し Lげます。

当クリニックも今年で開院 19年を迎えることが出来ました。

これもひとえに、皆様のご支援の賜物と深く感謝いたしております。

今年も、外来診療 (内科・小児科)(禁煙外来)、 予防接種、健診、訪間診療、訪間看護、

通所リハビリテーションと、(祝日も外来診療 介護サービスを行っております。)
地域に貢献できるよう、そして、当院に来られる患者様、利用者様が,き安らげるサービスを

提供出来るよう、職員一同努めて参る所存です。

今後とも皆様のご指導、ご鞭撻をよろしくお願い致します。

診療科 :内科 小児科 訪間診療 訪間看護 通研リバビリテーション ●     い

愈醤詈:F弄臭墓竃拿りもちピι亀卸肩理『1留
盤日の午後日曜印ま体沐F丸

与勝あやはしクリニック

院長 古堅 宗勝

明けましておめでとうございます。

旧年中は大変お世話になりました。与勝あやはじクリニックは平成 10年 8月 1日 に開院し、

今年で開院 17周年を迎える事になりました、これも地域住民の方々や応援して下さる方々に

支えられた賜物だと感謝いたしております。

今後の目標として、通所リハビリテーション利用者の増員、訪間診療、看護の充実、透析患

者登録増、特定検診等を充実し地域の皆様方に更に貢献していきます。皆でがんばります。

診療科 :内科 外科・人工透析 訪間診療・訪間看護 通所リバビリテーション

診療時間 :午前 9:00～ 12:00(月 ～土 )午後 2:Oo～ 6100(月 ～金 )  ●

日曜・祝祭日 土曜日の午後は休診です。
※人工透析・通所リハビリテーションは、祝祭日3行っております。 0



よみたんクリニック

院長 山本 由和

新年明けましておめでとうございます。

平成 27年 1月で、当クリニックも開院 して満 16年になりました。

地域の皆様のご支援のおかげと感謝致 します。

今後 も職員一同、読谷村の地域医療に貢献できるようがんばります。

皆様方のご支援をよろしくお願い致 します。

診療科 :内科・外科 。人工透析 生活習慣病・各種予防接種 訪間診療 訪間看護・

通所介護・通所リバビリテーション

診療時間 :午前 9:00～ 12:00(月～土 )午後 2:叫～ 6:00(月 ～金) ●     ・ヽ
日・祝祭日 土曜日の午後は休診です。
※人工透析 通所介護・通所リハビリテーションぼ祝祭日も行っております。

新年明けましておめでとうございます。

新者ルさクリニックは、平成 20年 8月 に開院して今年で 7年目になります。

ここまでこられたのも皆様方のご支援の賜物と深く感謝しております。

今年も外来診療、人工透析、健診・人間ドックを中心として地域医療にさらに努力していき

たいと/fじ ますので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

令

徳洲会新都心クリニック

院長 鈴木 五三男

診療科 :

診療時間 :

内科・循環器内科 小児科・外科 心臓血管外科

午前 9:00～ 12:00(月 ～土)午 後 2:00～ 6:

日曜 祝祭日・土曜日の午後は体診です。
※人工透析は、祝祭日も行つております。   く́

泌尿器科 眼科 。人工透析
00(月 ～金 )

■       ・`
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介護老人保健施設 おきなわ徳洲苑
苑長 新垣 聰

新年明けましておめでとうございます。

おきなわ徳洲苑は、徳洲会グループの第 1号の介護老人保健施設として

平成 6年 4月 に創設、平成 24年 1月 に新築移転を致しました。そして、

昨年の 4月 に沖縄県高歯令者保健福れL計画に基づ く介護老人保 i・■施設の整備

にあたり40床を増床、現在 120床の大きな施設となりました。

きて、平成 27年度には介護報]‖改定があり、厚生労働省が第 112同社会保障審議会介護給付費分ト

会にて発信している介護報酎‖情報 (介護老人保健施設の報酬1案)に は、

介護老人保健施設の在宅復帰支援機能 在宅療養支1/4機能については、」きltき強化する必要がある。
・在宅復帰支援機能を高めるため、人所時から退所を見据えた相談に積極的に取り組む必要がある。

・在宅復帰支援機能 。在宅療養支援機能を高めるため、介護老人保 1/1施設自らの訪間系サービス提供を

促進してはどうか、など。

国が介護老人保健施設に求めるのは本来の姿である「在宅復帰施設Jです。
これらをlFIま えておきなわ徳洲夕Lでは、よリー層充実したサービスの提供と、ご利用者の気持ちになっ

て「人に寄 り添うケアJを基本とし、ご利用者 ご家族 職員の関係が「気持ちよく居られるJそのよ
うな施設でありたいと考えています。

グループホーム美ら徳

施設長 国場 直美
新年明けましておめでとうございます。

ご家族様、行政F-3係 4・ の皆様、関わって下さっている全ての皆様、‖年中は、

グループホーム美ら徳の日々の活動、運営に、ご支援、ご協力を賜り心から

おネL中 し上げます。

平成 24年 1月 に開設致しました「グループホーム美ら徳Jは、今年、4年 日の新しい年を迎えました。

地域密着型介護施設として、利用者の皆様と共に何をすべきか、地域の皆様とどんな関係を築き、

地域の一員としてホームで暮らす利用者の皆 llの 1:活をどうサポー トすれば良いのか、手探りで歩き始

めてからあっという間に 3年が経過しました。いろいろなアクシデントや困難が発
`Lし
、その時々はl‐ く、

十 く感じた事もありましたが、一段ずつllt段を上り、より良きケアに向かって職員が一つになって前進

して来れたのも、皆様のご支援のお陰と心から感謝しております。

介護保険やご高齢者を取り巻 く環境は、常にf lJき を Lめず変化し続けています。何が変わっても、

私たちが日指すものは、「利用者様の笑顔、幸せJである事を忘れる事無く、「命だけは平等だJの徳洲

会の理念の下、利用者様の尊厳を守り、介護と福祉の専門職として、今年も精一llN努めてまいります。

本年も、どうぞ宜しくお願い中し上げます。
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`乙御
子
今

お
工
月
や
お
祭
う
に
獅
子
丼

は
■
き
も

の
で
す
ね
．

し
か
し
、
獅
子
と
は

一
体
何
で
し
ょ
う
。
■
音
を
引
く

と

「
０
ラ
イ
オ
ン
の
別
称
．
０
高
肥
か
ら
伝
来
し
た
と

き
な
る
、
ラ
イ
オ
ン
に
似
た
想
像
上
の
動
物
」
と
あ
り

ま
し
た
。
日
本

で

「
し
し
」
と
云
え
ば
駅
、
あ
る

い
は

全
月
の
そ
の
内
を
指
し
、
屁
も
猪
も

「
し
し
」

で
し
た
。

311

か
の
し
し
、　
い
の
し
し
で
す
．
狩
子
丼
は
全
国
各
地
に

そ
の
■
地
特
有

の
も
の
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
十

に
は
屁
踊
う
の
屁
升
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

「
れ
■
鍋
」

と
云
え
ば
猪
鍋
で
す
ね
。
「
猪
汁
猪
鍋
猪
丼
猪
シ
チ

ュ
ー
、

以
上
猪
合
試
食
零
査
員
試
合
済
み
新
策
猪
合
七
種
ヤ

の

口
種
」
…
…
こ
ん
な
子
口
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

猪
鍋
を
牡
■
鍋
と
■

ボ
の
は
、
動
物

の
内
を
，

べ
る

こ
と
を
李

こ
と
し
た
時
代

の
方
使

で
す
が
、

そ

の
内
を

れ
■

の
花

の
よ
う

に
盛
り

つ
け
た
か
ら
な
ど
、
様

々
な

薔
来
説
が
喝
え
ら
れ

て
い
ま
す
．
そ

こ
で
、
「
猪
―
し
し
＝

獅
子
」
と
逹
想
す
る
と
と
う

で
し
ょ
う
？

霊
獣
と
さ
れ

る
獅
子

は
夫
末
〓
薩

の
浄

上

に
櫻

み
、

「
れ
■

の
花

を
，

べ
る
」

と
問

い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
．

雄

か

に
夫
殊
〓
薩

は
獅
子

に
乗

っ
た
姜

で
、
像

や
沿

画

な
ど
に
よ
わ
さ
れ
て

い
ま
す
ね
。

と

こ
ろ

で
、
神

社

の
あ
人

で
す
が
、

■
は
、
本

来
、

日
形

（
口
を
聞
け

て

い
て
、
角
が
な

い
方
）

が
獅
子

で

十

形

（
口
を
開

し

て

い
て
、
角

の
あ

る
方
）

が
“
え
だ

そ
う

で
す
　
昴
夫

つ
ま
り

高
た

（
高
Ｅ
．

１０
世
紀
か
ら

‐４

世
紀

に
朝

鮮
半
島

を
え

配
し
た
日
）

か
ら
来

た
え
．

こ
れ
が
獅
子
と
況
同
さ
な

て
来

た
よ
う

で
す
　
油
人

の

台
座
手

を
よ
く
几
る
と
、
社
■

の
花

や
葉
が
刻
ま
れ

て

い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

化
に
も
、
獅
子

に
，
オ
は

付
さ
も

の
と

い
う

こ
と

て
、
「
層
獅
子
ル
■
」

の
青
こ
は

何

万
も

ご
存

ん

で
し

ょ
つ
、

あ
る

い
は
そ
ん
な
く
か
ら

「
し
し
な

へ
」
を

「
れ
，
鍋
」

と
■
ふ
よ
う
に
な

っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
　
な
ん
だ
か
混
乱
し
て
来
ま
し
た
。

獅
子
も
狛
人
も
な

か
な
か
た
き
な
テ
ー

マ
で
、
探
う

は
じ
め
る
と
際
限
な
く
〓
が
広
が

っ
て
来
ま
す

と
も
あ
れ
、
獅
子
キ

の
獅
子

に
頸
を
喘
ま
れ
る
と
魔

燎
け

に
な

る
と
云
わ
れ
、
　
一
年

の
無
病
息
災
を

願

っ
た

も

の
で
す
．

た
も
獅
千
■

の
獅
子
は
、
ユ
■

の
花

よ
う

ご
れ
長

の
方
が
好
物

の
よ
う

で
す
ね
。



今月の特集

皮
膚

の
は
た
ら
き

皮
膚
は
身
体
の
表
面
を
複
い
、
外
界
か
ら
の
シ
ョ
ッ

ク
や
、
暑
き
、
寒
さ
、
太
陽
光
線
な
ど
の
刺
激
、
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
侵
入
か
ら
身
体
を
守

っ
て
い
ま
す
．

ま
た
、
発
汗
な
ど
に
よ
０
体
温
調
節
を
行
な
い
、
触
党
、

痛
党
、
温
党
、
冷
覚
、
圧
党
を
感
じ
収
る
感
覚
器
官
で

も
あ
り
ま
す
．

皮
膚
は
表
皮
、
真
皮
、
皮
下
組
織
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
表
皮
は
基
底
層
と
い
う
部
分
で
絶
え
ず
新
し

い
細
胞
が
つ
く
ら
れ
、
表
面

へ
と
移
動
し
ま
す
。　
一
番

表
面
に
あ
る
の
が
角
質

（層
）
で
、
角
質
の
中
に
核
は

な
く
、
い
わ
ゆ
る
死
ん
だ
細
胞
で
す
。
■

い
板
状
に
重

な

っ
て
い
て
、
つ
く
ら
れ
て
か
ら
約
■
週
間
で
ア
カ
と

な
り
■
が
れ
落
ち
ま
す
　
ま
た
、
表
度
は
弱
酸
＝

（
ｐＨ

５５
ヽ
知
）
に
保
た
れ
、細
菌
感
染
な
ど
を
防
い
で
い
ま
す
．

と
こ
ろ
が
乾
燥
す
る
と
角
質
表
而
に
亀
裂
が
発
牛
し
、

そ
こ
か
ら
皮
膚
を
刺
激
す
る
物
質
が
侵
入
し
て
、
か
ゆ

み
を
お
こ
し
ま
す
．
か
ゆ
く
て
か
き
む
じ
る
と
皮
膚
に

傷
が
つ
き
　
感
染
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
お
こ
し
ま
す
．

真
皮
は
表
皮
よ
り
か
な
り
厚
く
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
線
維

が
集
ま

っ
た
強
初
な
組
織

で
す
。
血
管
　
毛
根

の
他
、

皮
膚
に
脂
肪

（皮
脂
）
を
供
給
す
る
脂
腺
や
、
汗
を
排

泄
し
て
体
温
を
調
節
す
る
汗
腺
、
外
界
か
ら
の
情
報
を

感
知
す
る
神
経
細
胞
が
あ
り
ま
す
。
皮
下
組
織
は
多
量

の
脂
肪
細
胞

（皮
下
脂
肪
）
を
含
む
組
織
で
す
。

皮
膚
や
毛
髪
は
、
メ
ラ
ニ
ン
と

い
う
黒
褐
色
の
色
素

を

つ
く
る
細
胞
を
持

っ
て
い
ま
す
。
皮
膚
や
毛
髪
は
メ

ラ
エ
ン
の
量
が
多

い
ほ
ど
濃

い
色
に
な
り
、
毛
髪
か
ら

メ
ラ
ニ
ン
が
な
く
な
る
と
自
髪
に
な
り
ま
す
。

のト
じ
`0き
ぃきん

皮膚には常在菌や接触した菌が毛根や汗月泉傷口から侵入して「皮膚

感染症」をおこすことがあります。遺伝性や自己免疫性の「水疱症 J、 外的

束」激や体質的要因による炎症性の「湿疹 (皮膚炎)」、カサカサになる炎症
かく , しよう    ,ヽ せん

性角化症の「乾癬」などがあり、さまざまな色調と形態がある「母斑」には

ほくろやあざがあります。身近なにきびは「尋常性座塘 Jという病気です。

真菌のマラセチアによる「毛包炎」やヒトパピローマウイルス(HPV)によ
る「廃贅」はにきびに似ていますが、治療が異なります。

一人で悩ま哄 かかりつけ医あるいは皮膚科専門医を受診しましょう。

お

皮膚の構造
コ

｀     〈表皮を拡大〉

皮
膚
は
日
光
を
あ
び
る
と
Π
焼
け
を
お
こ
し
ま
す
。

こ
れ
は
紫
外
線
の
刺
激
に
よ
リ
メ
ラ
ニ
ン
の
分
泌
が
増

え
る
か
ら
で
、
褐
色

の
肌
に
な
り
ま
す
。
メ
ラ
エ
ン
を

含
む
角
質
が
刺
が
れ
る
と
元
の
肌
の
色
に
も
ど
り
ま
す

が
、
日
光
を
浴
び
す
ぎ
る
と
、
し
み
、
し
わ
な
ど
の
光

老
化
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
紫
外
線
は
悪
性
黒
色
腫

（俗
に
い
う
、
ほ
く
ろ
の
が
ん
）
や
皮
膚
が
ん
の
誘
因
に

角質層

顆粒層

有棘層

一
＼

―

ヽ

、

載
　
　
　
難
　
　
　
師
馴

基底層

色素細胞
メラニンとtlう色素をつくる

動脈  静脈



な
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ラ
エ
ン
の
分
泌
が
異
常
に
減
る

と
自
斑
に
な
り
ま
す
。

に
き
び
＝
尋
常
性
慶
碁

顔
面
、
前
胸
部
、
背
部
な
ど
の
、
毛
穴
と

一
致
し
た

部
位
に
み
ら
れ
ま
す
。
皮
脂
が
貯
留
し
た
も
の
を
面
飽

（８
日
ａ
ｇ

と
ぃ
い
、
色
調
に
よ
り
、
自
に
き
び
、
黒

に
き
び
と
呼
ば
れ
ま
す
。
毛
穴
が
つ
ま
る
と
、
さ
ら
に

毛
穴
に
い
る
ア
ク
ネ
菌
が
増
殖
し
、
皮
膚
に
炎
症
を
起

こ
し
ま
す
。
こ
れ
が
赤
に
き
び
と
呼
ば
れ
ま
す
．

に
き
び
の
治
療
は
、
毛
穴
の
皮
脂
の
つ
ま
り
を
取
る

七をひのできる・しくみJ
毛穴 皮脂で毛穴がつまる。

クネ菌など細菌が繁殖し、
炎症をおこす。

皮脂をつ くる脂腺

男性ホルモンは脂腺を活発に

する働きが働きがあるため、

男性ホルモンが急激に活発に

なる思春期ににきびができる.

女性の体にも男性ホルモンが

分泌されているため 男女と
も思春期はにきびができる。

もうほう

毛包 毛根を包んでいる部分。

炎症が起きると毛包炎となる。

た
め
、
ア
ダ
パ
レ
ン
外
用
菓
、
抗
菌
業
の
外
用
、
内
用

業
を
用
い
ま
す
。
毛
穴
が
つ
ま
ら
な
い
よ
う
に
皮
膚
の

表
面
の
よ
こ
れ
や
皮
脂
を
除
く
た
め
に
、
洗
顔
は
朝
と

帰
宅
時
の
２
回
、
ぬ
る
ま
湯
を
使

っ
て
、
手
で
な
で
る

よ
う
に
優
し
く
洗
い
ま
し
よ
う
。
と
く
に
禁
■
食
物
は

あ
り
ま
せ
ん
が
　
睡
眠
不
足
は
皮
脂
が
増
え
る
た
め
、

夜
ふ
か
し
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
痕
が
残
り
ま
す

の
で
、
に
き
び
は
絶
対
に
つ
ぶ
さ
な
い
で
下
さ
い
。

色
堕

¢

日

穫

盃

は

当

緩

盆

餐

Υ

い
ぼ
＝
青
年
性
扁
平
舟
費

多
く
の
場
合
、
顔
や
子
の
甲
に
で
き
ま
す
。
原
因
は

ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
で
す
。
触
る

と
感
染
を
広
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
他
者
に
う

つ
さ
な
い

た
め
に
、
タ
オ
ル
な
ど
の
共
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
治

療
は
液
体
窒
素
を
使

っ
て
凍
結
療
法
を
し
ま
す
。

マ
ラ
セ
チ
ア
毛
包
炎

脂
漏
部
位

（額
や
鼻
の
周
囲
　
背

中
な
ど
、
皮
脂
の
多

い
部
位
）
の
常

在
菌
で
真
菌
の
マ
ラ
セ
チ
ア
の
感
染

に
よ
り
、
紅
色
丘
疹
、
膿
疱
を
形
成

し
ま
す
。
首
か
ら
下
に
多
く
、　
一
気

に
１０
～
２０
個
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

:: :1・
1:・・
.

マリ亀」レ皇包炎L齢
ま
す
。
治
療
に
は
抗
真

菌
業
を
用
い
ま
す
が
、

よ
く
な

っ
て
も
根
気
強

く
、
２
ヽ
３
か
月
は
続

け
て
下
さ
い
。

獅
は
古
色^
ブ
ド
ウ
球

菌
に
よ
り
毛
包
炎
が
起

き
、
さ
ら
に
周
囲
組
織

に
炎
症
が
広
が
っ
た
も

の
で
、
顔
に
で
き
る
と

面
庁
と

い
わ
れ
ま
す
。

獅
が
集
合
し
拡
大
し
た

も
の
を
懸
と
い
い
ま
す
。

日
発
痛
、
圧
痛
が
あ

り
、
膿
で
ふ
く
ら
ん
で

い
ま
す
。
治
療
は
、
抗

生
物
質
の
内
用
　
外
用

薬
を
用
い
ま
す
。
般
の

状
態
に
よ
り
切
開
排
膿

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

再
発
を
繰
り
返
す
場
合

は
糖
尿
病
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

面え

庁 :
||

廓 :

痙肯

今lnの急になろ:]語

「面庁 (鼻を中心に掌を顔に広げた部分のでき物)は命にかかわるJと
いう話を聞いたことはありませんか。鼻の周囲は血管が豊富です.黄色

ブドウ球菌による炎症が広がると、昔は脳炎や髄膜炎を起こし、命に関

わることもあつたようです。現在は抗生物質等の治療がありますので、

症状に気付いたら早目に皮膚科を受診しましょう。



今月の特集 お肌のトラブル

漁
血
の
ト
ラ
７
佐
墜
ス
で
悩
ま
ず

黒
あ
ざ
、赤
あ
ざ
、三日あ
ざ
＝
母
珈

母
斑
は
生
来
性
の
皮
膚
の
色
や
形
の
異
常
で
す
。
黒

あ
ざ
は
色
素
性
母
斑
と
い
い
　
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
沈
着

を
伴

っ
た
母
斑
細
胞
の
増
殖
に
よ
る
も
の
で
す
。
小
さ

な
も
の
は
ほ
く
ろ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
巨
大
な
も
の

は
が
ん
化
す
る
危
険
が
高
い
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

赤
あ
ざ
は
血
管
の
増
殖
や
拡
張
に
よ
る
血
管
腫
で
す
。

ぼくるにこんな変化があれば

→ ●

がた化の危瞼があるので喜注意!!
急に大きくなってきた
(横方向の変化)

●

0要絣嵩3墓猟 、→_
C)言

急1:暮[筐:り 。 _ゅ 拳
0漬瘍や出血がある//4鰤ド＼

皮
膚
表
面
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
赤
色
斑
や
降
起
が
み
ら

れ
、
乳
児
の
１
％
、
血
管
腫
の
半
数
は
専
状
血
管
腫
で
す
．

生
後
数
週
間
か
ら
３
ヶ
月
の
間
に
赤
色
の
局
平
の
も
の

が
急
速
に
隆
起
し
、
苺
状
に
見
え
ま
す
。
学
竜
期
ま
で

に
は
と
ん
ど
は
日
然
治
癒
し
ま
す
が
、
経
過
観
察
し
、

レ
ー
ザ
ー
治
療
を
す
る
こ
と
も
あ
―，
ま
す
．
単
純
性
血

管
腫

（ボ
ー
ト
ワ
イ
ン
母
斑
）
は
出
■
時
す
で
に
存
在

す
る
暗
赤
色
の
斑
で
自
然
治
癒
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

早
期
の
レ
ー
ザ
ー
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
．

青
あ
ざ

大^
田
母
斑
）
は
■
後
１
歳
前
後
、
あ
る
い

は
思
春
期
に
発
ｉ
し
ま
す
．
ニ
ス
神
経
の
領
域
の
う
ち
、

瞼
、
畑
、
額
の
部
分
に
青
色
斑
が
み
ら
れ
ま
す
。
自
然

消
退
し
な
い
た
め
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
．

無
鱗
席

皮
膚
が
ザ
ラ
ザ
ラ
と
し
た
外
観
で
　
過
剰
に
た
ま

っ

た
角
質
が
膜
状
に
な
り
、
「魚
０
ぼ
ど
の
よ
う
に
見
え
る

病
気
で
す
。
先
人
性
の
も

の
は
、
皮
膚
が
角
化
す
る
し

く
み
に
必
要
な
因
子
が
遺
伝
的
に
欠
損
し
た
た
め
発
症

し
ま
す
。
角
質
溶
解
剤
や
尿
素
軟
膏
で
対
応
し
ま
す
。

尋
常
性
乾
癬

落
屑
を
伴
う
角
化
性
紅
斑

（白
い
か
さ
ぶ
た
の
下
が

赤

い
状
態
）
が
頭
、
肘
、
膝
、
四
肢
伸
側
な
ど
こ
す
れ

や
す
い
部
位
に
み
ら
れ
ま
す
。
正
常
な
状
態
で
は
４
週

間
で
ア
カ
と
な
り
剥
が
れ
る
表
皮
細
胞
の
増
殖
売
進
に

よ
る
病
気
で
す
．
治
療
は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
外
用
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
３
誘
導
体
の
外
用
、
紫
外
線
療
法
、
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
誘
導
体
や
免
疫
抑
制
業
の
内
服
な
ど
で
す
。

お
哄
稚
ウ
７
劣
茅
堕
ｙ
尾

め
に

お
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防
に
は
、
清
潔
を
保
つ
こ
と
と
、

保
湿
が
大
切
で
す
。
夏
だ
け
で
な
く
、
年
間
を
通
し
て
、

紫
外
線
対
策
で
光
老
化
も
予
防
し
ま
し
よ
う
。
お
肌
の

ト
ラ
ブ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
中
に
は
が
ん
化
す
る
危
険

性
の
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
早
Ｈ
に
か
か
―，
つ
け
医
、

あ
る
い
は
皮
膚
科
専
門
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
．

岨トラカの予防に
つながるスキ》ケ7

Om轍
聴

0鷲蘇‰)0

0紫 外線からの保護
(サンスクリーン剤の使用)



お 雑

(2人分 )
白玉粉 じやがいも 各 40g

・ [需菖車r:J増や道 水とき片栗粉 少量 ]
大根 人参 輪切り各 4枚
ほうれん草…少々 だし-2カ ップ 塩 少々
薄口書油 酒 各小さじ2
片栗粉 水 各大さじ ]

■作り方

′

おJJ]にかかせないお雑煮.1山域や家庭ことに慣れ

親しんだ味があることでしょう。ただ、おもちを飲み込

む際に、のとに詰まるのではと不安感を持つかたもい

るかとJよ tヽます。そこで今¬は おもちの代わりこrlに
粉としゃがいもを使い 食べやすいお‖[煮をご紹介し
ます.ご家庭の味にアレンジしてもいいでしょう.

曰 111

′

2
′

3
′
4

白玉粉と節でてつぶしたじゃがいもに水少量 (分

量外)を加えて混ぜ、耳たぶ程度の回さにする。
6mm厚 にのばし 4cm角に切り 熱湯で節で
て取り出す。(まとめるときはラップを使うとよ

いです。面でるときは外して下さい。)

大根と人参を型で抜き、下節でする。

つくねの材料 |を混せて一口大にまとめる。

なべにだしを煮立て 3のつくねを加えて味を整
える。2の野菜を加えて煮 水とき片栗粉を少し
ずつ入llて とろみをつける。器に盛つてから1の

もちと繭でたほうれん草をのせる。

[じ ゃかしtl

過手Jな塩分を″1出し 血圧の上昇をlllえ 生活習椙稿予
防に効果のあるカル ムを多く合みます.そのほかビクミ

ンCや B2 合物繊維t豊富7す。しゃかしtの場合 で
ん汚ヽんがれ,細イヒじ7ビクミンCを 保護するため 加卦
7・
~掲
■は抑え鳴わます.冒損瘍や下 l■ 子購のほか t

くみなどもLt 7く わるの7宿 l・ 百,に摂取しましょう

日本の薬学の父

長丼長義は 1845年 (弘化 2

年)代 々徳島藩の御典医を動め
る家に生まl1 22歳で長崎で蘭
学を学びました。

]871年 (明 治 4年 )日 本
政府の第 ]回国費留学生に選ば

llて ドイツに渡リ ベルリン大
学で有機化学を専攻 同分野に
多くの業績を残したホフマン教

授に師事。バニリン (バニラの

香りの主成分)誘導体の合成に

お薬のきヽ まなし
成功するなどして 字位を得ま
したが、大日本製薬会社を創立

するため 日本政府の要請を受
けて ]3年ぶりに帰国しました。

長丼は帝国大学 (東京大学 )

化学科 薬学科の教授などのほ
か 国立衛生試験所の所長も兼
任し そこでエフェドリンを発
見 その結晶の単離に成功 しま
した。エフエ ドリンには瞳孔拡

大、血圧上昇作用がありますが

のちに気管支拡張作用が発見さ

れ、喘息の特効薬となりました。

長丼は、当時医学の一分野と

考えられていた薬学の分業を唱

え ]887年 には日本薬学会の
初代会頭に就任。理学博士 薬
学博士を贈呈され 若い薬学者
の育成に尽力しました。

ドイツで出会つたテレーゼと

結婚して日本の女子教育にも力

を注いだ長丼長義は 日本にお
ける薬学の父として多く

の功i3~を残し、 1929年

(昭和4年)にその

生涯を閉じました。
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き

【胃のトラブル l

食べたものはいつたん胃に溜

められ、そこで強酸性の胃液が

分泌されます。それは感染症の

原因となる細菌やウイルスを殺

菌し 胃で働くタンパク質分解
酵素のペプシンを活性化するた

めです (ペプシンは酸性の条件

下で活性化します)。

しかし胃の壁もタンパク質で

出来ているため、胃液で溶けて

しまわなしヽように、粘液が分泌

されてしヽます。その粘液と胃酸

のパランスが崩れて胃の壁に炎

症が起きると胃炎、ひどくなる

と凛 lll、 潰瘍と呼ばれ、胃に穴

が開くこともあります。

【原因は ?】

ピロリ菌や消炎鎮痛剤などの

ほか、交感神経やス トレスホル

モンも、胃腸の血流や粘液を減

らす原因となります。

〔胃潰瘍と十二指腸漬瘍】

十二指腸ではアルカリ性の1卒

液で 胃から来る酸性の食塊を
中和させていますが、ここでも

膵液が減るか粘膜が弱ると壁が

傷み 潰瘍を起こします。
胃演瘍では食後に胃が働くと

痛みはじめますが、十二指腸潰

瘍では酸性の食塊が十二指腸に

送られてから、つまり胃が空に

なつて空腹を感じるときに痛む

ことが多いようです。

【胸やけl

胃の上部の噴門括約筋

の働きが弱まつて冑液が

逆流すると、食道の壁が
ヽ  _  |

酸に刺激されて 1匈やけが起こ

ります。それが繰り返し起こる

と、食道に炎症や演瘍が出来ま

す。これが逆流性食道炎です。

【lE吐】

異物を食べたときなどの急激

な逆流 (嘔吐)は、延髄が身体

を守るための反応なので 吐い
てしまいましょう。しかし繰り

返し大量に吐くと体がアルカリ

性に傾いてしまうので、医師に

相談して電解質の入つた水分を

補給することが必要です。

☆はラッキーカラー

☆はラッキーデー

0●0●0
今月のカラー 【1年のスタートはコールトを取り入れて 社|く ]年にしていきまし.|う |】

囲
□
□
囲
囲
国

交際運 大勢の人との関わりは連気アップ.
金 運 神社に行つて金運のお守りを買うと吉.
全体運 後半、疲れが出そうなので気をつけて。

交際運 家族との交流が吉.
金 運 食買がかさみそう。要注意.
全ll運 赤い花を飾りましょう.□
囲
□

囲

[EE〕
言骨⑮

交際運 自宅に友人を招くと吉.
金 運 去年のお金の使い方を見直しましょう.
全体運 賑やかに過ごして新しい年をスタート|

☆紺色 ☆ 1月 9日

☆白● ☆ 1月 21日
家族とゆつくり過ごす時間が吉.
ついつい衝動買いで出費が増えそう.
忙しくても普段通りを意識して.

☆オレンジ色 ★ 1月 18日
仲良しの友人との親密度が上がりそう。
思い切つて欲しかつたものを買ってみると吉.
映画や観劇など,さに響くものを取り入れて

☆青色 ☆ 1月 7日

人の出入りが多くて落ち着かないかも.
金運アップの兆し。使つて吉.
一人の時間も大切に.

☆紫色 ★ 1月 19日
友人と一緒に七福神廻りをしてみよう.
買い物運が上がる兆し.
お詣り&温泉旅行は吉.

☆紺色 ☆ 1月 31日

☆赤色 ☆ 1月 1日
友人と今年の目標を決めてみては ,
運気回復にはあと少し時間が必要.力曝して.
食べ過ぎに注意.疲れやすくなりそう。

☆ピンク色 ☆ 1月 10日
普段なかなか会えない人と会えるチヤンス.
金運好調。直感で良いものが買えそう !

頭で考えるよります行動が吉.
☆銀色 ★ 1月 29日

交際運 人との付き合いにちょつと疲れを感じるかも.
金 運 小さなラッキーが多くなりそう |

全体運 干支の置物を玄関に飾ると吉.
☆緑色 ☆ 1月 13日

交際運 家族て神社に行ったりしてみましょう。
金 運 出責は多しヽナれど良い流れにつながりそう。
全体運 風景画や風景写真を飾ると吉.

☆赤色 ☆ 1月 8日
お付さ合いもFI々 に.体調を考えて.
誰かに頼まれてついついお金を使つてしまいそう.
干支の置物と花を並べて飾ると運気アップ |

☆茶色 ★ 1月 17日

運
運
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一父
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運
運
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金
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運
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際
　
体
　
　
際
　
体

交
金
全

　

一父
金
全

問い合わせ先 :ラ ミステ・ヤスラギ 0359535241
愛結 :霊感とタロット、そしてカラーのエネルギーを読み取る独自の占術で多くのファンを持つベテラン占い師

タロ|ッ pO蜘つつ 8
dヨい



食
事
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
は
十
せ
な
こ
と
で
、

十
き
る
喜
び
に
も
繋
が
り
ま
す
。
栄
養
価
や
カ
ロ
リ
ー
も

亀

‰

お
い
し
く
食
べ
よ
う

重
要
で
す
が
、
食
事
介
護
の
際
は
ま
ず
本
人
の
――
か
ら
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

滲

鵠

鞍

静

撃

| |   ||   ‐

豊富なメニューを提供して、本人の好みを取り入れる

自分の食べたいものを自分のペースで食べるのが第一です。本人

の好みや苦手なものをよく把握して、偏らないように、豊富なメ

ニューの中にバランスよく取り入れましょう。

旬の食材を使い、行事食を盛り込む

旬の食材はもちろん、おせち料理や七草粥、雛まつりの白酒や蛤、

冬至のかばちゃといつた行事食を取り入れることで、季節感を味

わうとともに、食卓の言舌題にもなります。

清潔な環境と、盛りつけや食器などの工夫

室内は清潔に、また音楽を流すなどして心地よい雰口気作りを心

がけましょう。食卓に食事を並べる前に窓を開けて部屋の空気を

入れ替えれることで、食事の香りがよリー層楽しめます。

使いやすく、本人の嗜好に合つた食器を揃え、盛りつけにも食欲

をそそる工夫をしましょう。

空腹になるよう、昼問ま体を動かす

ユ

髯

昼間に簡単な体操、あるいは散歩や買い物など積極的に体を動かして、お腹を空かせましょう。

自分で歩けない場合、車いずでも外出するといいでしよう。歌つたりお喋りすることも、エネルギーを消費

するので効果があります。

本人に合つた高さの椅子を選び、テーブルと椅子の高さのバランスを調節して下さい。

食卓の「いつもの位置Jで、家族と一緒に食べることも大切です。

寝たままでの食事は誤喩の原因にもなりますので、できるだけ食卓に移動して座つて食べましょう。移動が

難しい場合もできるだけベッドの上に起き上がり、座位をとって食べるようにして下さい。

睡液が少なかつたり、喉の筋肉が衰えていたりして飲み込みにくい場合よ、「やわらかく」

「なめらかに」あるいは「とろみをつける」よう、調理に工夫をしましよう。

※「一緒に食べる健康づくり」のコーナー (本誌 6頁)も参考にして下さい。

□の中のものをしつかり飲み込んだのを確認してから、次のものを食べさせて下さい。

食事介護は正面から行なわず、日の高さが同じになるように椅子にすわって、本人の

横や斜め後ろから行なつて下さい。
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背中の筋力を

粕[l寺しょぅ !

【俯せに寝てエクササイズ】
★アザラシのポーズ

床に俯せになり、アザラシのポーズを

まねて、上半身をゆつくり上げ下げして

下さい。上半身を反らせるというより、

顎を床から浮かせる気持ちで、顎を引き、

顔は下に向けたままで行ないましょう。
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=
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3

床に俯せに寝て、顔は下に向け、

顎を床につける。両手は体側に添つ

てまつすぐ伸ばす。

顎を引き、ゆっくり上半身を上げ
ながら息を吸う。膝を曲げないよう
に、上半身を上げた状態で静止して
ゆつくり10数える。

ゆつくりと息を吐きながらもとの

姿勢に戻る。

【注意】
体を大きく反らせようとしたり、

急に反らせたりすると、腰を痛めて

しようことがあります。

胸を張つて、ゆつくり行なつて下
さい。大きく反らせなくても、顎を

浮かせる気持ちで、運動効果は充分
にあります。

負荷を強くしたい場合は、両手を

頭の後ろに組んで行ないましょう。

負荷を弱くしたいときは、お腹の

下に座布団やクツションなどを置き、

上半身を上げて 5秒間ほど静上した
のち、もとの姿勢に戻りましよう。
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緩
和
ケ

ア

っ
て
？

末
期
が
ん
な
ど
の
患
者
に
対
し
て
行
な

わ
れ
る
末
期
医
療
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
緩
和
ケ
ア
は
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
と
違
い
、
か
ん
と
診
断
さ
れ

た
と
き
か
ら
、
が
ん
の
治
療
と
平
行
し
て

行
な
わ
れ
る
総
合
的
な
医
療
の
こ
と
で
、

現
代
で
は
広
く
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
と
診
断
さ
れ
て
そ
の
治
療
を
受
け

て
い
る
間
は
、
痛
み
や
吐
き
気
、
倦
怠
感

と
い
っ
た
体
の
不
調
だ
け
で
な
く
、
気
分

が
落
ち
込
ん
だ
り
、
「人
生
の
意
味
は
？
」

「生
き
る
価
値
は
，
こ

と
悩
ん
だ
り
す
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
家
族
へ
の
負
担

や
経
済
面
で
の
不
安
と
い
っ
た
精
神
的
な

苦
痛
が
、
日
常
生
活
の
妨
げ
と
な
っ
て
し

ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
程
度

の
差
は
あ
っ
て
も
、
多
く
の
患
者
が
経
験

す
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、患
者
本
人
は
も
と
よ
り
、

家
族
や
周
り
の
人
も
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
よ
い
か
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。

い
ま
ま
で
の
医
療
現
場
で
は

「が
ん
と

い
う
病
気
を
治
す
」
こ
と
に
ば
か
り
に
関

心
が
向
か
い
、
患
者
の
精
神
的
な

「
つ
ら

さ
」
に
対
し
て
は
充
分
な
対
応
が
で
き
て

い
な
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
近

で
は
、
「
患
者
が
治
療
を
受
け
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
く
か
」
と
い
う

「Ｑ
Ｏ
Ｌ

（ク
オ
リ

テ
ィ
ー
　
オ
ブ
　
ラ
イ
フ
＝
生
活
の
質
と

の
改
善
に
つ
い
て
も
、
が
ん
そ
の
も
の
の

治
療
と
同
様
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
人
が
心
身
と
も
に
安
心
感
　
安
定
感

を
得
る
こ
と
で
、
前
向
き
に
治
療
に
臨
む

勇
気
や
気
力
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

緩
利
ケ
ア
の
内
容

っ
て
７

身
体
的
な
つ
ら
さ
は
担
当
医
に
比
較
的

伝
え
る
こ
と
が
出
来
て
も
、
精
神
的
な
つ

ら
さ
や
社
会
的
な
つ
ら
さ
は
、
な
か
な
か

話
し
づ
ら
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
ス
タ
ツ
フ
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る

「緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
」
に
よ

っ
て
、
緩
和
ケ
ア
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

（次
頁
イ
ラ
ス
ト
参
照
）

緩
和
ケ

ア
を
受
け
る
に
は
？

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
、

ま
た
は
緩
和
ケ
ア
を
受
け
た
い
と
き
は
、

ま
ず
担
当
医
や
看
護
師
に
相
談
し
て
み
ま

し
よ
つヽ
。

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受

け
て
い
る
医
療
機
関
に
は
、
緩
和
ケ
ア
に

対
応
で
き
る
機
能
が
あ
り
、
外
来
診
療
や

在
宅
療
養
へ
の
対
応
も
進
ん
で
い
ま
す
。

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
治
療
を
受
け
て
い
る
間
、
あ
る
い
は

再
発
や
転
移
が
分
か
っ
た
と
き
な
ど
、
体
の
不
調
や
痛
み
だ
け
で
は
な
く
、

本
人
も
家
族
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ
ら
さ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
を
感
じ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
が
ん
に
よ
る
体
や
心
の
つ
ら
さ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
、
本
人

だ
け
で
な
く
家
族
も
含
め
て
、
医
学
的
な
面
に
限
ら
ず
幅
広
く
対
応
し
て

和
ら
げ
て
い
く
の
が
、
が
ん
の
緩
和
ケ
ア
で
す
。

ヘルス・アツプ・ノート

がんの治療を受けている施設で、主治医の治療とともに緩和ケアチームのケアを受
けることができます。

GEヨコロEZEヨヨロ盪コElll
治療が困難となったりこれ以上の治療を希望しない場合、l―和ケア病棟に入院して

ケアを受けられます。病状の急変には迅速な対応が出来ます。

介護する家族の休養の目的で、ショートステイなども利用出来ます。
X施設によって受け入れ基準が異なる場合がありますので 計しくは各施設に問い合わせて下さt、

喘
‐

訪問診療医や訪問看護師などによって、自宅でも入院中と同じように緩和ケアを受
けることが出来ます。加入している医療保険、または介護保険を利用して、入浴介助、

排泄ケアや床ずれの予防 処置などの援助も受けることができます。



「緩和ケアとは、重い病を抱える患者やその家族一人一人の身体や心などの様々な

つらさをやわらげ、より豊かな人生を送ることができるように支えていくケア」
日本緩和医療学会「市民に向けた緩和ケア説明文Jよ り

がん診療連携拠点病院には、がん相談支援センターがあります。がん診療連携拠点病院は全国に

397施設、緩和ケア病棟がある施設は全国に 303施設あります (2014年 3月時点)。
また、がん相談支援センターや各自治体の相談窓回なども利用できます。

ヘルス   アツプ  プラス

PLUS
家族に対するケアも重要

がんという病気や、がんの緩和ケアに対する

誤解が家族にあると、充分な緩不ロケアを受られ

なくなることがあります。緩和ケアは患者だけ

でなく、家族に対しても行なわれます。患者を

どう支えて行くか、あるいは社会的、経済的な

問題なども相談しましょう。

自宅で緩和ケアを受ける場合、訪問診療医や

訪問看護師などが、家族と協力しながらケアを

行ないます。介護する側の負担の軽減を考えて、

親戚や友人などの協力体制を整え、介護保険の

サービスなども利用しましょう。

介護する側が介護に疲れてしまわないために

も、訪問診療医や地域の緩和ケア病棟、地域の

がん診療連携拠点病院のがん相談支援センター

などに相談して下さい。がん相談支援センター

は、誰でも無料で利用できます。医療相談室、

がん相談支援室、よるず相談室、地域医療連携

室などの名前で呼ばれていることもあります。
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新
病
院
は
、
現
在

の
病
院
上
り
約

１
　
９
輌

南
下
し
た
場
所
に
あ
り
　
，
千
納
Ｉ
地
所
有

の

ゴ

ル
フ
場
跡
地
で
返
避

――――
は
は
約
小

（
ク
タ
ー

ル

（
１
■
５
　
０
０
０
坪

）
東
京
ド
ー
ム
約
Ю
仙

分

の
広
人
な
景
地

の
　
角

に
建
設
さ
れ
上
十

新
病
院

の
向
か
い
に
は
　
大
型
シ

ヨ
ツ
ヒ
ン
グ

セ

ン
タ
ー

「イ
オ

ン
■
―

ル
沖
縄

ラ
イ
カ

ム
」

が
来
本
に
は
オ
ー
フ
レ
い
た
し
■
十
．

こ
の
エ
リ
ア
は
海
技
”

ｍ
と
高

い
場
所
に
位

置
し
て
お
い
　
川
Ｉ
ｔｉ
よ
る
人
津
渋
”
対
策
■

■
た
Ｉ
千
納
■
地
　
■
人
‐―――
■
地
メ
叫
接
Ｌ
て

い
る
関
係
Ｌ
　
航
■
機
■
故
■

の
大
規
模
災
■

及
び
多
及
傷
＝
者
年

の
■
故
充
■
‐―――‐
に
，■
■
■

拠
点

エ
リ
ア
Ｌ
し
て
重
要

な
役
制
を
担
う
Ｌ
■

＾
病
院

γ
物
流

（
イ
オ
ン
〓
地
＝
場
”

一
ア
リ
ー

ナ

）
”
災
■
拠
点

エ
リ
ア
と
し
　
県
内
初

の
モ

一ア
■
ケ

‐
ス
レ
一し
て
一江
日
さ

れ
る
こ
，́
■
、
し
，

つ
　
ち
な
■
に
　
病
院
〓
イ
オ

ン
●
ア
リ
ー
ナ

は
歩
道
デ

ッ
キ
で
繋
が
る
計
画

（
＝
思

）
一
現ヽ

在
性
め
て
お
り
ま
す
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免震装置

スタ′フ 搬送 詢, I  ―
合計 577床

断面構成図
外来月エスカレーター

病
院
は
　
敷
地

――――
積
約

１
２
，
３
０
０
坪
、

延
床
面
積

１
５
，
２
０
０
坪
で
　
地
に
１２
階
建

て
と
な

っ
て
お
り
ま
す
．
リー，１
院
の
規
模
と
し
て

は
５
７
７
床
を
，
ｔ

（
許
可
病
床
数
３
３
１
床

）

し
一
、
お
り
、
卜
Ｌ
に
は

ヘ
リ
十
１
卜
設
置
、
駐

‐―‐‥
場
は
　
約
１
　
０
０
０
台
分
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
．
別
館
と
し
て
敷
地
内
に
「デ
イ
，
ア
棟
，

，保
育
所
」
を
約
４
３
０
坪
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
約
３
８
０
坪
の
建
設
予
定
で
す
．

ま
た
、
北
中
城
村
と
イ
オ
ン
と
病
院
の
二
者

共
同
で
天
然
ガ

ス
の
使
用
も
検
討
し
、
設
置

使
用
す
る
予
定
で
進
め
て
お
り
ま
十
。
（
こ
の
よ

う
な
運
用
は
県
内
で
も
初
め
て
と
な
り
ま
す

）

リー，ｉ
院
と
し
て
は
、
新
築
移
転
を
機
会
に
災
吉
拠

点
病
院
の
指
定
を
取
得
す
る
べ
く
準
備
を
進
め

て

お

り

ま

す

．

Ｔ

Ｍ

Ａ

Ｔ

、

Ｄ

Ｍ

Ａ

Ｔ

チ

ー

ム

を
保
有
し
こ
れ
ま
で
災
害
等
に

つ
い
て
の
活
動

実
績
が
あ
る
こ
と
に
カーー
え
　
新
病
院

の
犀
上
に

は
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ

の
離

発
着

が
可
能
な

ヘ
リ

ホ
ー
ト
キ
一設
置
■
定

で
あ
り
ま
す
．
ま
た
、
地

震

の
備
え
と
し
て

「免
震
装
置
」
を
装
備
し
た

建
物
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
県
内
初

の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用

（
同
時
出
動
　
現
場

で
の
ド

ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

）
は
国
内
で
も
数

少
な

い
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用
と
し
て
注
目
さ
れ

て
お
り
ま
す
．



念太会で側勝
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平
成
２６
年
度
第
２９
回

「櫻
田
記
念
」
全
日
本
９
人
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
実
業
団
選
抜
男
女
優
勝
大
会

（日
韓
国

際
親
善
交
流
試
合
）
が
北
海
道
札
幌
市
　
（北
海
道
立
総

合
体
育
セ
ン
タ
ー
）
で
平
成
２６
年
１２
月
６
日
か
ら
７
日

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
本
大
会
は
全
国
の
実
業

団
ト
ィ
フ
ー６
チ
‐
ム
で
行
わ
れ
る
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大

会
と
な

っ
て
お
り
ま
す
．

１
日
目
の
予
選
リ
ー
グ
で
は
攻
守
か
う
ま
く
か
み
合

わ
ず
自
分
た
ち
の
リ
ズ
ム
で
の
バ
レ
ー
が
で
き
ず
に

セ
ツ
ト
を
落
と
す
試
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
３
戦
全
勝

で
予
選
グ
ル
ー
プ
を
１
位
で
通
過
し
、
２
日
目
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

へ
進
出
し
ま
し
た
。

２
日
目
の
準
々
決
勝
、
り
Ｒ
九
州

（福
岡
県
）
戦
で

は
セ
ン
タ
ー
攻
撃
が
次
々
と
決
ま
り
、
２
１
ё

の
ス
ト

レ
ー
ト
で
勝
利
．
準
決
勝
の
Ｊ
Ｔ
東
京

（東
京
都
）
戦

は
相
手
の
粘
り
強
い
ブ
レ
ー
に
苦
し
め
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
２
１

１
で
勝
利
し
、
決
勝
進
出
．
決
勝

戦

の
相
手
は
今
大
会
快
進
撃
を
続
け
、
勢

い
の
あ
る

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本

（広
島
県
）
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
セ
ツ
ト
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
中
徳
の
サ
ー
ブ
ポ
イ
ン

ト
な
ど
終
始
リ
ー
ド
で
２‐
‐
ぬ

で
先
取
．
第
２
セ
ッ
ト

は
序
盤
か
ら
シ
ー
ソ
ー
ケ
ー
ム
の
展
開
に
な
る
が
終
盤

に
ミ
ス
が
出
て
し
ま
い
、
１８
‐
力

と
相
手
に
セ
ッ
ト
を

奪
わ
れ
る
．
第
３
セ
ッ
ト
も
序
盤
か
ら
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
の
展
開
と
な
り
、
終
盤
は
相
手
に
リ
ー
ド
を
許
す
が
、

夕
‐
２０
で
逆
転
じ
５
年
連
続
６
回
目
の
優
勝
を
決
め
ま

し
た
．
（通
算
で
２３
回
目
の
日
本

一
）
今
大
会
の
最
優
秀

選
手

（Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
を
中
部
徳
洲
会
病
院
チ
ー
ム
か
ら
林

利
彦
選
手
が
受
賞
し
ま
し
た
．

年
間
に
全
国
大
会
は
３
回
あ
り
平
成
２６
年
度
は
７
月

実
業
団

（
愛
媛
県

）
優
勝
、
１２
月
実
業
団
選
抜

（
北
海
道

）

も
優
勝
し
ま
し
た
の
で
、
来
年
１
月
の
全
日
本
総
合

■
示

都
府

）
開
催
て
優
勝
を
目
指
し
２
年
連
続
で
グ
ラ
ン
ド
ス

ラ
ム
を
達
成
で
き
ま
す
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
．
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
こ
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
．
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「
月
２
～
２
日
に
程
同
県
久
留
米
市
内
の
久

留
米
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
ク

一久
留
米
市
東
櫛

原
河
川
敷
一
に
お
い
て
、
緊
急
消
防
援
助
隊
九

州
ブ

ロ
ッ
ク
合

同
訓
練
と

一
部
共

同

で
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
実
働
訓
練
を
行
い
ま
し
た

〈
７
回
の
訓

練
で
は

王ヽ
に
参
集
訓
練

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
入
力
訓
練

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
本
部
訓
練
　
現
場
活
動
訓
練
　
域
内

搬
送
訓
諌
か
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
２６
年
１１
月
２
日
午
前
９
時
００
分
項
、
福

岡
県
久
留
米
市
何
近
に
あ
る

一水
繹

一み
の
う
一

断
層
西
部
」
を
震
源
と
す
る
地
害
が
発
生
し
、

久
留
米
市
内
で
は
三
度
６
強
を
観
測
し
た
　
こ

の
地
震
に
よ
り
　
山
岳
部
で
は
土
砂
災
害
か
発

生
し
人
的
　
建
物
等
の
被
害
や
道
路
寸
断
に
よ

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
が
発
生
し
た
ほ
か
、

市
街
地
に
お
い
て
は
建
物
任
壊
や
多
数
の
火
災

が
発
生
し
て
お
り
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
と
い

う
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

２２
日
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
か
福
岡
県
庁
に

設
置
さ
れ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
参
集
拠
点
は
久
留
米

Ｉ
Ｃ
と
久
留
米
大
学
病
院
と
な
り
、
九
州
　
沖

縄
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
が
参
集
　
２３
日
は
、
久
留

米
リ
ハ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
ク
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本

部
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
拠
点
本
部
が
久
留
米
大
学

病
院
　
朝
倉
医
師
会
病
院
　
小
波
瀬
病
院
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
　
当
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
”
日
久
留

米
大
学
に
て
参
集
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
訓
練
　
２３
日

は
久
留
米
リ

ハ
ー
サ
イ
ト
ハ
ー
ク
に
参
集
し
、

橋
染
崩
落
現
場
の
救
詳
所
で
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
　
橋
染
崩
落
で
車
両
か
埋
ま
り
、
救
助
隊

に
よ

っ
て
救
助
さ
れ
た
傷
病
者
を
救
護
所
で
、

ト
リ
ア
ー
シ
　
治
療
　
病
院

へ
の
＝
送
訓
練
を

行
い
ま
し
た
　
不
憶
れ
の
土
地
で
の
活
動
や
九

州
ブ

ロ
ッ
ク
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
の
訓
練
で
し
た
の
で

連
携
か
上
手
く
い
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た

が
、
実
際
の
災
害
で
は
規
模
に
よ
っ
て
は
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
で
の
活
動
も
あ
り
え
る
の
で
、
今
回
訓

棟
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
　
一し
の
よ
う
な
大
規
模
な
訓
練
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
か
橿
築

で
き
る
と
思
い
ま
す
　
）ヨ
抗
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
こ

れ
か
ら
も
積
極
的
に
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す



DMATとは ?

受けた医療チームJと定義されており、災害派遣

とつて略して DMAT(ディーマット)と呼ばれ

■■  t   " _‐  .・  寄 ■ ― .|■ : `沿
鼈 続舗鶴 轟‐墓 朧箸
ズ内)に活動できる機動性を持つた、専門的な訓練

. ― ´               'i  ,

■ を受けた医療チームです。   ・

つ%年 1感フ日、戦中・戦後を通じて最大の自然奥≦導事義iキ繰 .:鬼臭≧角 がきど亮 した111
<被害概要>

1995年 1月 17日  午前 5時 46分 マグニチュー ドア2

= '        全壊家屋 :104′ 906棟 被災家屋 :512′ 882棟

琴lク
プラ
彎[喜£姿苧負「ξttri″

2名

し、医師が災害現場で医療を行う必要性が認識されるようにな
=|■

左上 橋染崩落現場での活動 ′右上 久留米リバーサイドバーク現場会場
左下 橋梁崩落で埋没車両からの救助 ′右下 閉会式

″
一人でも多くの命を助けよう

″

と厚生労働省により、災害医療派遣チーム、日本 DMATが平成 17年 4月 に発足しました.

研修は、独立行政法人国立病院機構災害医療センターにて開始され、平成 18年 9月 には西日本の拠点として

兵庫県災害医療センターでの研修がP■l始されました。

現在では、現場の医療だけでなく、災害時に多くの患者さんが運ばれる、被災地の病院機能を維持、拡充す

るために、病院の指揮下に入り病院の医療行為を支援させてTElく 病院支援や、首都直下型、東海、東南海・

南海地震など想定される大地震で多数の重症患者が発生した際に、平時の救急医療レベルを提供するため、

被災地の外に搬送する、広域医療搬送など、機動性、専門性を生かした多岐にわたる医療的支援を行います。

じ―J 
籠
に

・■
の潟
繊

ア｀

~年



救急総合診療部勉強会
i■~「
¬

11月 27日 に救急総合診療部による勉強会を、近隣消防の救急隊を交え開催しました。

今回は 2年次研修医栗原信吾先生による 「懐死性筋膜炎Jについての発表で、症状から診断の難しさを発表して頂

きました。先日救急外来に肩が赤く10れ上がった患者さまが受診。蜂嵩織炎ではないかと判断しましたが、後日激

痛があったので念のため CT検査を行つたところ患部に膿が溜まっており、懐死性筋膜炎との診断に至りました。
治療として患部の切開を行い、ドレーンにて膿を排出しました。

壊死性筋膜炎は蜂嵩織炎よりも、更に深部の浅在性筋膜に広範囲に細菌感染が波及して組織壊死を生じる皮膚軟

部感染症です。筋月臭上を水平方向に急速に拡大していきます。一見症状からは蜂嵩織炎ではないかと判断しがちで

すが、懐死性筋膜炎も視野に入れて診断する重要性を経験した症例を発表してIelきました。

また今回は、Dr car出動事業症例検討会も行いました。沖縄市消防と同時活動をしたアナフィラキシーショッ

ク疑いの事案を、消防から発表して頂き活動の検証を行いました。

搬送する際は原則かかりつけの病院ですが、今回の症例は、アナフィラキシーの症状で緊急を要するため、直近

の病院へ搬送となります。しかし救急隊と Dr carの医師が、相互判断するための情報共有 (搬送先の距離の確認)

ができないまま搬送先を選定してしまいました。本来は情報共有を合めてコミュニケーションを図つていくのです

が、相手が知っているだろうという解釈をしてしまう事がある難しさに、改めて気づかされました。これからも現

場でスムーズな活動が行えるよう、このような検討会を行いたいと思います。



ロコ部署紹介コーナー・
総務課は病院の人事や職員の給与、福利厚生を担
当する「庶務」 財務管理や事業計画を行う「経理」
医療機器や備品を調達する「資材」 建物やライフラ

インの安全を見守り保守する「施設J、 T社会に対応
し、電子カルテやコンピュータ機器および情報通信
管理を行う「企画情報室J、 医師のスケジュールや学

会 専門医資格、臨床研修の管理を行う「医局秘書」
などの職務があります。いわゆる「人 物 金 情報」
を掌つており、事務部長をはじめ総勢 39名で構成さ
れています。
どの業務も普段、表立って患者様に関わる仕事で

はありませんが、病院の健全な運営には欠かせない

重要な役割を担っていることを、それぞれが自覚し、
「生命を安心して預けられる病院」「健康と生活を守
る病院」の理念のもと、今後も地域の皆様から信頼
される病院を目指して業務に取り組んで参ります。

現在は通常の業務のほか、国際的な第二者医療機能
評価である 」Cl認証プロジェクト、病院の新築移転
プロジェクトが職員―丸となつて進んでおります。
2016年春には現在の約 2倍の規模の新病院力ヽ ヒ中
城村のアワセゴルフ場地区跡地に開院いたします。
当院のより良い病院づくりを皆さま期待ください。

課務総ｒ‥Ｌ

11月 23日 (日 )に沖縄市の沖縄県総合運動公園をスタートに、第 25回中部 トリムマラソン大会が

行われました。今年も救護班として当院から医師 3名、看護師 3名、搬送係 2名が活動しました。競

技では 20Km・ 10Km・ 5Km・ 3Kmの計 4コースに 5001人がエントリーし、今年は 3917人が出走、

3688人が完走。完走率は 9415%となりました。大会当日の天気は、前日の雨は嘘のように上がり秋

晴れで、気温は 20度くらいとランナーにとつて最適な気温となつたため要救護者も例年に比べ少なく

競技場内救護所で 5名を救護 しましたが、今大会も大きな事故等もなく無事に終えることが出来ました。

当院ではこれからも地域の健康増進やスポーツ貢献できるように、積極的に参カロ協力していきたいと

思います。
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***みかんの保存法***

みかんの美味しい季節になり

ましたね。つい箱買いをして、

気がつしヽたら底の方のみかんを

傷ませてしまつたことはありま

せんか? みかんの傷みにくい
保存法を紹介しましょう。

まず みかんを箱から全部出
して下さい。空になつた箱の底

に ヘタを下にして みかんを
1段敷きつめて、その上に新聞

紙を載せます。同じ様にヘタを

下にして、みかん、新間紙、み

かん、新聞紙と2段、3段に詰

めて、最後に新聞紙を 1枚載せ

ます。そしてふたはしないで、

風通しのいい冷暗所で保存して

下さい。

暖房の効いてしヽる所や冷蔵庫

での保存は避けて、常温で保存

します。こllで 2～ 3週間保存

新しい年の始まりです。寒さて縮こまつている脳を活性化させましょう。
今回Iまお正月にちなんだ問題をこ用意しました。

つぶllた痕があったり傷んだ

りしたみかんは カビの原因に
なります。カビが生えると周り

のみかんもすぐにカビが生えて

しまいますので、こまめにチェ

ックして、傷んだものやカビが

生えたものは、すぐに取り除き

ましょう。

【おいしいみかんの選び方】

表面が鮮やかな濃いオレンジ

色のものを選ぶ。

ヘタに付しヽている軸が細い方

が甘い場合が多い。

ヘタが綺麗
fJ緑
色のものほど

鮮度が高い。

⑩仝|1    苫
2金       機
3:

できます。

丸しヽみかんより平ら

al日
あ:
口

5'1

6火

7水

8木

9企

10・ 赤
L:

OH    篠
⑩出人の日   ζ
13火

14本

15木
人
，

16金 赤
!|

友
ll

先
負

先
駆

先

負

人
安

なものの方が
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